





























2)和文の場合は．1枚につき 36字X 30行＝ 1080字．文字ポイント 10.5で作成する。英文の場合は 1枚につき縦
55行で900wo叫s程度ダプルスベースで作成し．na.t.ivecheckを受ける。英数字は半角にする。
3)原悩本文の長さは．原則として希望する原棺の種類の頁数以内とする。なお．本誌1頁 （原梢 2枚分）は． A4
版24字X45行の2段組みとなる。



















b.～であることが明らかにされている （佐版 ・鈴木 ・1fl中他． 2014.p.9)。
C. ～であることが明らかにされている (RussonieUo.Alぼ ,h-od.Zigmond. et al. 2014. pp.401-403)。









＊雑誌掲載論文 箸者名 （西肝発行年）：論文表題．雑誌名．巻 ：liHII頁ー最終頁．
雑誌名の省略は IndexMedicus及ぴ日本医学雑誌陥年表 （日本医学図杏館協会編）によるもの
とする。
＊単行本 秤者名 （西肝発行年）：行名 （策何版）．引用頁．発行地：出版社．
























□5. 原秘は A4判縦位罰横＂｝きで 、1枚 36字 30行に設定しページ数および行番号 （ページごとに板り直し）を記
載している。
□6 本文右(1)襴外に図、表の挿入杓望位阻を自策で示している。









□15. 句読点は 「．」およぴ 「。」 で統一されている。
□16. 原栢には 800字以内の和文抄録を付し｀原芳および報告の場合は、 500words前後の英文抄録も付けている。
□17. 英文抄録は nativecheckを受けている。
チェック者 ・機関名
□18. 抄緑は、原則として目的 ・方法 ・結栄 ・考察の項目をつけ、それぞれについて簡涙に記述している。
□19. 英文抄録と和文抄録の内容は対応している。
□20. 当該研究の逐行や論文作成における利益相反の有饂が記載されている。
□21. 原栢には投悩者を特定できるような事項を取り外してある。
年 月 n
 
投椙者署名
57 
